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【誤訳訂正書】
【提出日】平成30年9月4日(2018.9.4)
【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】特許請求の範囲
【訂正対象項目名】全文
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　参照原子炉の炉心の状態に関連する、少なくとも１つ以上の原子炉心パラメータの分布
の取得と、
　原子炉のシミュレートされた初期運転（ＢＯＣ）炉心に対する初期燃料注入の分布の生
成と、
　原子炉のシミュレートされたＢＯＣ炉心内部の領域の１組に関連する、初期位置の１組
の選択と、
　１組の上記領域のそれぞれに対する少なくとも１つ以上の設計変数を利用する、初期燃
料設計パラメータ値の１組の生成と、
　シミュレートされた上記ＢＯＣ炉心の上記初期位置の１組に位置する上記領域の１組と
関連する、生成された上記初期燃料設計パラメータ値の１組を利用する、シミュレートさ
れた上記ＢＯＣ炉心の少なくとも１つ以上の原子炉心パラメータの分布の計算と、
　シミュレートされた上記ＢＯＣ炉心内部の上記領域の１組に対する、次の位置の１組を
決定するために、シミュレートされた上記ＢＯＣ炉心の、上記領域の１組における少なく
とも１つ以上の摂動工程を実行することによる注入分布の生成であって、次の上記位置の
１組は、シミュレートされた上記ＢＯＣ炉心の少なくとも１つ以上の上記原子炉心パラメ
ータの分布と、参照原子炉の炉心の状態と関連する取得された少なくとも１つ以上の上記
原子炉心パラメータの分布との間の偏差測定基準を、選択された許容量未満にまで低減す
る、注入分布の生成と、
　シミュレートされた上記ＢＯＣ炉心の上記領域の１組の、上記次の位置の１組に基づく
、原子炉の炉心の、少なくとも１つ以上の燃料集合体の設置とを含むことを特徴とする方
法。
【請求項２】
　参照原子炉の炉心の状態に関連する、少なくとも１つ以上の原子炉心パラメータの分布
の取得は、
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　参照原子炉の炉心の均衡状態に関連する、少なくとも１つ以上の原子炉心パラメータの
分布の取得を含むことを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　参照原子炉の炉心の状態に関連する、少なくとも１つ以上の原子炉心パラメータの分布
の取得は、
　参照熱原子炉、参照高速原子炉、参照増殖燃焼原子炉、および参照進行波炉のうちの少
なくとも１つの炉心の状態に関連する、少なくとも１つ以上の原子炉心パラメータの分布
の取得を含むことを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　参照原子炉の炉心の状態に関連する、少なくとも１つ以上の原子炉心パラメータの分布
の取得は、
　参照原子炉の炉心の状態に関連する、出力密度分布、出力密度分布の変化率、反応度分
布、および反応度分布の変化率のうちの少なくとも１つの取得を含むことを特徴とする請
求項１に記載の方法。
【請求項５】
　参照原子炉の炉心の状態に関連する、少なくとも１つ以上の原子炉心パラメータの分布
の取得は、
　参照原子炉の炉心の状態に関連する、少なくとも１つ以上の原子炉心パラメータの分布
の取得を含み、上記炉心は少なくとも１つ以上の燃料集合体を含むことを特徴とする請求
項１に記載の方法。
【請求項６】
　原子炉のシミュレートされた初期運転（ＢＯＣ）炉心に対する初期燃料注入の分布の生
成は、
　原子炉のシミュレートされた初期運転（ＢＯＣ）炉心に対する初期燃料注入の分布の生
成を含み、上記ＢＯＣ炉心の少なくとも一部は、再利用核燃料、未燃焼核燃料、および濃
縮核燃料のうちの少なくとも１つを含むことを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項７】
　原子炉のシミュレートされた初期運転（ＢＯＣ）炉心に対する初期燃料注入の分布の生
成は、
　原子炉のシミュレートされた初期寿命（ＢＯＬ）炉心に対する初期燃料注入の分布の生
成を含むことを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項８】
　原子炉のシミュレートされた初期運転（ＢＯＣ）炉心に対する初期燃料注入の分布の生
成は、
　原子炉のシミュレートされた初期運転（ＢＯＣ）炉心に対する初期燃料注入の分布の生
成を含み、上記原子炉のシミュレートされた上記初期運転（ＢＯＣ）炉心は複数のシミュ
レートされた燃料集合体を含むことを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項９】
　原子炉のシミュレートされたＢＯＣ炉心内部の領域の１組に関連する、初期位置の１組
の選択は、
　原子炉のシミュレートされたＢＯＣ炉心内部の領域の１組に関連する、上記領域の１組
に一致する初期位置の１組の選択を含むことを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項１０】
　原子炉のシミュレートされたＢＯＣ炉心内部の領域の１組に関連する、上記領域の１組
に一致する初期位置の１組の選択は、
　原子炉のシミュレートされたＢＯＣ炉心内部の領域の１組に関連する、上記領域の１組
に一致する初期位置の１組の選択を含み、それぞれの領域は少なくとも１つ以上の燃料集
合体を取り囲むことを特徴とする請求項９に記載の方法。
【請求項１１】
　原子炉のシミュレートされたＢＯＣ炉心内部の領域の１組に関連する、上記領域の１組
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に一致する初期位置の１組の選択は、
　原子炉のシミュレートされたＢＯＣ炉心内部の領域の１組に関連する、上記領域の１組
に一致する初期位置の１組の選択を含み、それぞれの上記領域の１組は、領域の選択され
た体積、選択された形状、選択された数のうちの少なくとも１つを有する、三次元領域で
あることを特徴とする請求項９に記載の方法。
【請求項１２】
　１組の上記領域それぞれに対する少なくとも１つ以上の設計変数を利用する、それぞれ
が上記原子炉のシミュレートされた上記ＢＯＣ炉心の上記領域の１組の１つと関連する、
上記初期燃料設計パラメータ値の１組の生成は、
　１組の上記領域それぞれの熱力学変数を使用する、初期燃料設計パラメータ値の１組の
生成を含むことを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項１３】
　１組の上記領域のそれぞれに対する少なくとも１つ以上の設計変数を利用する、それぞ
れが上記原子炉のシミュレートされた上記ＢＯＣ炉心の上記領域の１組の１つと関連する
、上記初期燃料設計パラメータ値の１組の生成は、
　１組の上記領域のそれぞれの中性子パラメータを使用する、初期燃料設計パラメータ値
の１組の生成を含むことを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項１４】
　１組の上記領域のそれぞれの中性子パラメータを使用する、初期燃料設計パラメータ値
の１組の生成は、
　領域それぞれの１組の無限増倍率（ｋ∞）値を使用する、初期燃料設計パラメータ値の
１組の生成を含むことを特徴とする請求項１３に記載の方法。
【請求項１５】
　１組の上記領域のそれぞれに対する少なくとも１つ以上の設計変数を利用する、初期燃
料設計パラメータ値の１組の生成は、
　１組の上記領域のそれぞれに対する少なくとも１つ以上の設計変数を利用する、初期濃
縮値の１組の生成を含むことを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項１６】
　１組の上記領域のそれぞれに対する少なくとも１つ以上の設計変数を利用する、初期燃
料設計パラメータ値の１組の生成は、
　１組の上記領域のそれぞれに対する少なくとも１つ以上の設計変数を利用する、上記原
子炉のシミュレートされた上記ＢＯＣ炉心の燃料集合体のピンの１組と関連する、初期ピ
ン寸法値の１組の生成を含むことを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項１７】
　１組の上記領域のそれぞれに対する少なくとも１つ以上の設計変数を利用する、上記原
子炉のシミュレートされた上記ＢＯＣ炉心の燃料集合体のピンの１組と関連する、初期ピ
ン寸法値の１組の生成は、
　１組の上記領域のそれぞれに対する少なくとも１つ以上の設計変数を利用する、上記原
子炉のシミュレートされた上記ＢＯＣ炉心の燃料集合体のピンの１組と関連する、初期ピ
ン配置値の１組、初期ピン形状値の１組、および初期ピン構成値の１組のうちの少なくと
も１つの生成を含むことを特徴とする請求項１６に記載の方法。
【請求項１８】
　１組の上記領域のそれぞれに対する少なくとも１つ以上の設計変数を利用する、初期燃
料設計パラメータ値の１組の生成は、
　１組の上記領域のそれぞれに対する少なくとも１つ以上の設計変数を利用し、上記原子
炉のシミュレートされた上記ＢＯＣ炉心の領域の１組に関連する、初期燃料設計パラメー
タ値の１組の生成を含むことを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項１９】
　１組の上記領域のそれぞれに対する、上記原子炉のシミュレートされた上記ＢＯＣ炉心
の上記領域の１組のうちの１つと関連する、少なくとも１つ以上の設計変数を利用し、上
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記原子炉のシミュレートされた上記ＢＯＣ炉心の領域の１組に関連する、初期燃料設計パ
ラメータ値の１組の生成は、
　１組の上記領域の１組のピンのそれぞれに対する少なくとも１つ以上の設計変数を利用
し、上記原子炉のシミュレートされた上記ＢＯＣ炉心の領域の１組に関連する、初期燃料
設計パラメータ値の１組の生成を含むことを特徴とする請求項１８に記載の方法。
【請求項２０】
　シミュレートされた上記ＢＯＣ炉心の上記初期位置の１組に位置する上記領域の１組と
関連する、生成された上記初期燃料設計パラメータ値の１組を利用する、シミュレートさ
れた上記ＢＯＣ炉心の少なくとも１つ以上の原子炉心パラメータの分布の計算は、
　シミュレートされた上記ＢＯＣ炉心の上記初期位置の１組に位置する上記領域の１組と
関連する、生成された上記初期燃料設計パラメータ値の１組を利用する、シミュレートさ
れた上記ＢＯＣ炉心の、出力密度分布、出力密度分布の変化率、反応度分布、および反応
度分布の変化率のうちの少なくとも１つの計算を含むことを特徴とする請求項１に記載の
方法。
【請求項２１】
　シミュレートされた上記ＢＯＣ炉心内部の上記領域の１組に対する、次の位置の１組を
決定するために、シミュレートされた上記ＢＯＣ炉心の、上記領域の１組における少なく
とも１つ以上の摂動工程を実行することによる注入分布の決定は、
　シミュレートされた上記ＢＯＣ炉心内部の上記領域の１組に対する、次の位置の１組を
決定するために、シミュレートされた上記ＢＯＣ炉心の、上記領域の１組における少なく
とも１つ以上の摂動工程を実行することによる注入分布の生成を含み、次の上記位置の１
組は、上記ＢＯＣ炉心に対する注入分布を規定することを特徴とする請求項１に記載の方
法。
【請求項２２】
　シミュレートされた上記ＢＯＣ炉心の上記領域の１組の、上記次の位置の１組に基づく
、原子炉の炉心の、少なくとも１つ以上の燃料集合体の設置は、
　上記注入分布の決定に応じた、シミュレートされた上記ＢＯＣ炉心の上記領域の１組の
、上記次の位置の１組に基づく、原子炉の炉心の、少なくとも１つ以上の燃料集合体の設
置を含むことを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項２３】
　シミュレートされた上記ＢＯＣ炉心の上記領域の１組の、上記次の位置の１組に基づく
、原子炉の炉心の、少なくとも１つ以上の燃料集合体の設置は、
　シミュレートされた上記ＢＯＣ炉心の上記領域の１組の、上記次の位置の１組に基づく
、熱原子炉、高速原子炉、増殖燃焼原子炉および進行波炉のうちの少なくとも１つの炉心
の、少なくとも１つ以上の燃料集合体の設置を含むことを特徴とする請求項１に記載の方
法。
【請求項２４】
　シミュレートされた上記ＢＯＣ炉心の上記領域の１組の、上記次の位置の１組に基づく
、原子炉の炉心の、少なくとも１つ以上の燃料集合体の設置は、
　シミュレートされた上記ＢＯＣ炉心の上記領域の１組の、上記次の位置の１組に基づく
、初期位置から次の位置への、原子炉の炉心の少なくとも１つ以上の燃料集合体の移動を
含むことを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項２５】
　シミュレートされた上記ＢＯＣ炉心の上記領域の１組の、上記次の位置の１組に基づく
、原子炉の炉心の、少なくとも１つ以上の燃料集合体の設置は、
　シミュレートされた上記ＢＯＣ炉心の上記領域の１組の、上記次の位置の１組に基づく
、原子炉の炉心の、少なくとも１つ以上の燃料集合体の交換を含むことを特徴とする請求
項１に記載の方法。
【請求項２６】
　プログラム命令を含む、非一過性記録媒体であって、上記プログラム命令は、
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　参照原子炉の炉心の状態に関連する、少なくとも１つ以上の原子炉心パラメータの分布
の取得と、
　原子炉のシミュレートされた初期運転（ＢＯＣ）炉心に対する初期燃料注入の分布の生
成と、
　原子炉のシミュレートされたＢＯＣ炉心内部の領域の１組に関連する、初期位置の１組
の選択と、
　１組の上記領域のそれぞれに対する少なくとも１つ以上の設計変数を利用する、初期燃
料設計パラメータ値の１組の生成と、
　シミュレートされた上記ＢＯＣ炉心の上記初期位置の１組に位置する上記領域の１組と
関連する、生成された上記初期燃料設計パラメータ値の１組を利用する、シミュレートさ
れた上記ＢＯＣ炉心の少なくとも１つ以上の原子炉心パラメータの分布の計算と、
　シミュレートされた上記ＢＯＣ炉心内部の上記領域の１組に対する、次の位置の１組を
決定するために、シミュレートされた上記ＢＯＣ炉心の、上記領域の１組における少なく
とも１つ以上の摂動工程を実行することによる次の注入分布の生成であって、次の上記位
置の１組は、シミュレートされた上記ＢＯＣ炉心の少なくとも１つ以上の上記原子炉心パ
ラメータの分布と、参照原子炉の炉心の状態と関連する取得された少なくとも１つ以上の
上記原子炉心パラメータの分布との間の偏差測定基準を、選択された許容量未満にまで低
減する、注入分布の生成と、
　シミュレートされた上記ＢＯＣ炉心の上記領域の１組の、上記次の位置の１組に基づく
、原子炉の炉心の、少なくとも１つ以上の燃料集合体の設置とを実行可能であることを特
徴とする非一過性記録媒体。
【請求項２７】
　取得された少なくとも１つ以上の上記原子炉心パラメータの分布は、参照原子炉の炉心
の均衡状態に関連することを特徴とする請求項２６に記載の非一過性記録媒体。
【請求項２８】
　取得された少なくとも１つ以上の上記原子炉心パラメータの分布は、参照熱原子炉、参
照高速原子炉、参照増殖燃焼原子炉、および参照進行波炉のうちの少なくとも１つの炉心
の状態に関連することを特徴とする請求項２６に記載の非一過性記録媒体。
【請求項２９】
　参照原子炉の炉心の状態に関連する、取得された少なくとも１つ以上の上記原子炉心パ
ラメータの分布は、
　参照原子炉の炉心の状態に関連する、出力密度分布、出力密度分布の変化率、反応度分
布、および反応度分布の変化率のうちの少なくとも１つを含むことを特徴とする請求項２
６に記載の非一過性記録媒体。
【請求項３０】
　上記ＢＯＣ炉心の少なくとも一部は、再利用核燃料、未燃焼核燃料、および濃縮核燃料
のうちの少なくとも１つを含むことを特徴とする請求項２６に記載の非一過性記録媒体。
【請求項３１】
　シミュレートされた上記ＢＯＣ炉心の上記領域の１組の、上記次の位置の１組に基づく
、原子炉の炉心の、少なくとも１つ以上の燃料集合体の設置は、
　上記注入分布の決定に応じた、シミュレートされた上記ＢＯＣ炉心の上記領域の１組の
、上記次の位置の１組に基づく、原子炉の炉心の、少なくとも１つ以上の燃料集合体の設
置を含むことを特徴とする請求項２６に記載の非一過性記録媒体。
【請求項３２】
　シミュレートされた上記ＢＯＣ炉心の上記初期位置の１組に位置する上記領域の１組と
関連する、生成された上記初期燃料設計パラメータ値の１組を利用する、シミュレートさ
れた上記ＢＯＣ炉心の少なくとも１つ以上の原子炉心パラメータの分布の計算は、
　シミュレートされた上記ＢＯＣ炉心の上記初期位置の１組に位置する上記領域の１組と
関連する、生成された上記初期燃料設計パラメータ値の１組を利用する、シミュレートさ
れた上記ＢＯＣ炉心の、出力密度分布、出力密度分布の変化率、反応度分布、および反応
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度分布の変化率のうちの少なくとも１つの計算を含むことを特徴とする請求項２６に記載
の非一過性記録媒体。
【請求項３３】
　制御部と、原子炉とを備え、
　上記制御部は、
　参照原子炉の炉心の状態に関連する、少なくとも１つ以上の原子炉心パラメータの分布
の取得と、
　原子炉のシミュレートされた初期運転（ＢＯＣ）炉心に対する初期燃料注入の分布の生
成と、
　原子炉のシミュレートされたＢＯＣ炉心内部の領域の１組に関連し、上記領域の１組の
うちの１つとそれぞれが一致する、初期位置の１組の選択と、
　１組の上記領域のそれぞれに対する少なくとも１つ以上の設計変数を利用し、上記原子
炉のシミュレートされた上記ＢＯＣ炉心の上記領域の１組のうちの１つとそれぞれが関連
する、初期燃料設計パラメータ値の１組の生成と、
　シミュレートされた上記ＢＯＣ炉心の上記初期位置の１組に位置する上記領域の１組と
関連する、生成された上記初期燃料設計パラメータ値の１組を利用する、シミュレートさ
れた上記ＢＯＣ炉心の少なくとも１つ以上の原子炉心パラメータの分布の計算と、
　シミュレートされた上記ＢＯＣ炉心内部の上記領域の１組に対する次の位置の１組を決
定するために、シミュレートされた上記ＢＯＣ炉心の、上記領域の１組における少なくと
も１つ以上の摂動工程を実行することによる次の注入分布の生成であって、次の上記位置
の１組は、シミュレートされた上記ＢＯＣ炉心の少なくとも１つ以上の上記原子炉心パラ
メータの分布と、参照原子炉の炉心の状態と関連する取得された少なくとも１つ以上の上
記原子炉心パラメータの分布との間の偏差測定基準を、選択された許容量未満にまで低減
する、注入分布の生成とを行うために構成され、
　上記原子炉は、上記制御部によって決定された次の上記注入分布にしたがって設置可能
な、複数の燃料集合体を含む原子炉心を含むことを特徴とする原子炉システム。
【請求項３４】
　取得された少なくとも１つ以上の原子炉心パラメータの分布は、参照原子炉の炉心の均
衡状態に関連することを特徴とする請求項３３に記載の原子炉システム。
【請求項３５】
　取得された少なくとも１つ以上の原子炉心パラメータの分布は、参照熱原子炉、参照高
速原子炉、参照増殖燃焼原子炉、および参照進行波炉のうちの少なくとも１つの炉心の状
態に関連することを特徴とする請求項３３に記載の原子炉システム。
【請求項３６】
　参照原子炉の炉心の状態に関連する、取得された少なくとも１つ以上の上記原子炉心パ
ラメータの分布は、
　参照原子炉の炉心の状態に関連する、出力密度分布、出力密度分布の変化率、反応度分
布、および反応度分布の変化率のうちの少なくとも１つを含むことを特徴とする請求項３
３に記載の原子炉システム。
【請求項３７】
　上記ＢＯＣ炉心の少なくとも一部は、再利用核燃料、未燃焼核燃料、および濃縮核燃料
のうちの少なくとも１つを含むことを特徴とする請求項３３に記載の原子炉システム。
【請求項３８】
　上記原子炉のシミュレートされた上記ＢＯＣ炉心は複数のシミュレートされた燃料集合
体を含むことを特徴とする請求項３３に記載の原子炉システム。
【請求項３９】
　上記原子炉のシミュレートされた上記ＢＯＣ炉心内部の領域の１組に関連する選択され
た１組の上記初期位置のそれぞれは、上記領域の１組のうちの１つに一致することを特徴
とする請求項３３に記載の原子炉システム。
【請求項４０】
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　１組の上記領域のそれぞれに対する少なくとも１つ以上の設計変数を利用する、上記初
期燃料設計パラメータ値の１組の生成は、
　１組の上記領域のそれぞれの熱力学変数を使用する、初期燃料設計パラメータ値の１組
の生成を含むことを特徴とする請求項３３に記載の原子炉システム。
【請求項４１】
　１組の上記領域のそれぞれに対する少なくとも１つ以上の設計変数を利用する、上記初
期燃料設計パラメータ値の１組の生成は、
　１組の上記領域のそれぞれの中性子パラメータを使用する、初期燃料設計パラメータ値
の１組の生成を含むことを特徴とする請求項３３に記載の原子炉システム。
【請求項４２】
　シミュレートされた上記ＢＯＣ炉心の上記初期位置の１組に位置する上記領域の１組と
関連する、生成された上記初期燃料設計パラメータ値の１組を利用する、シミュレートさ
れた上記ＢＯＣ炉心の少なくとも１つ以上の原子炉心パラメータの分布の計算は、
　シミュレートされた上記ＢＯＣ炉心の上記初期位置の１組に位置する上記領域の１組と
関連する、生成された上記初期燃料設計パラメータ値の１組を利用する、シミュレートさ
れた上記ＢＯＣ炉心の、出力密度分布、出力密度分布の変化率、反応度分布、および反応
度分布の変化率のうちの少なくとも１つの計算を含むことを特徴とする請求項３３に記載
の原子炉システム。
【請求項４３】
　シミュレートされた上記ＢＯＣ炉心内部の上記領域の１組に対する、次の位置の１組を
決定するために、シミュレートされた上記ＢＯＣ炉心の、上記領域の１組における少なく
とも１つ以上の摂動工程を実行することによる次の注入分布の生成は、
　シミュレートされた上記ＢＯＣ炉心内部の上記領域の１組に対する、次の位置の１組を
決定するために、シミュレートされた上記ＢＯＣ炉心の、上記領域の１組における少なく
とも１つ以上の摂動工程を実行することによる次の注入分布の生成を含み、次の上記位置
の１組は、上記ＢＯＣ炉心に対する注入分布を規定することを特徴とする請求項３３に記
載の原子炉システム。
【請求項４４】
　シミュレートされた上記ＢＯＣ炉心の上記領域の１組の次の上記位置の１組にしたがっ
て、上記原子炉心の少なくとも１つ以上の燃料集合体を設置するために構成された、燃料
集合体取扱装置をさらに含むことを特徴とする請求項３３に記載の原子炉システム。
【請求項４５】
　シミュレートされた上記ＢＯＣ炉心の上記領域の１組の次の上記位置の１組にしたがっ
て、上記原子炉心の少なくとも１つ以上の燃料集合体を設置するために構成された、上記
燃料集合体取扱装置は、
　上記制御部と通信可能に連結され、次の上記注入分布の決定に応じて、シミュレートさ
れた上記ＢＯＣ炉心の上記領域の１組の次の上記位置の１組にしたがって、上記原子炉心
の少なくとも１つ以上の燃料集合体を設置するために構成された、燃料集合体取扱装置を
含むことを特徴とする請求項４４に記載の原子炉システム。
【請求項４６】
　シミュレートされた上記ＢＯＣ炉心の上記領域の１組の次の上記位置の１組にしたがっ
て、上記原子炉心の少なくとも１つ以上の燃料集合体を設置するために構成された、上記
燃料集合体取扱装置は、
　上記制御部と通信可能に連結され、ユーザ入力装置からの信号に応じて、シミュレート
された上記ＢＯＣ炉心の上記領域の１組の次の上記位置の１組にしたがって、上記原子炉
心の少なくとも１つ以上の燃料集合体を設置するために構成された、燃料集合体取扱装置
を含むことを特徴とする請求項４４に記載の原子炉システム。
【請求項４７】
　シミュレートされた上記ＢＯＣ炉心の上記領域の１組の次の上記位置の１組にしたがっ
て、上記原子炉心の少なくとも１つ以上の燃料集合体を設置するために構成された、上記
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燃料集合体取扱装置は、
　シミュレートされた上記ＢＯＣ炉心の上記領域の１組の、上記次の位置の１組に基づく
、熱原子炉、高速原子炉、増殖燃焼原子炉および進行波炉のうちの少なくとも１つの炉心
の、少なくとも１つ以上の燃料集合体を設置するために設計された燃料集合体取扱装置を
含むことを特徴とする請求項４４に記載の原子炉システム。
【請求項４８】
　シミュレートされた上記ＢＯＣ炉心の上記領域の１組の次の上記位置の１組にしたがっ
て、上記原子炉心の少なくとも１つ以上の燃料集合体を設置するために構成された、上記
燃料集合体取扱装置は、
　シミュレートされた上記ＢＯＣ炉心の上記領域の１組の、上記次の位置の１組に基づく
、初期位置から次の位置への、原子炉の炉心の少なくとも１つ以上の燃料集合体の移動を
行うために設計された燃料集合体取扱装置を含むことを特徴とする請求項４４に記載の原
子炉システム。
【請求項４９】
　シミュレートされた上記ＢＯＣ炉心の上記領域の１組の次の上記位置の１組にしたがっ
て、上記原子炉心の少なくとも１つ以上の燃料集合体を設置するために構成された、上記
燃料集合体取扱装置は、
　シミュレートされた上記ＢＯＣ炉心の上記領域の１組の、上記次の位置の１組に基づく
、原子炉の炉心の、少なくとも１つ以上の燃料集合体の交換を行うために設計された燃料
集合体取扱装置を含むことを特徴とする請求項４４に記載の原子炉システム。
【請求項５０】
　上記初期燃料注入の分布および上記原子炉心パラメータの分布はそれぞれ、原子炉の炉
心内部の位置の関数として、核燃料の構成物質の分布を表示するマップから構成されるこ
とを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項５１】
　上記初期燃料注入の分布および上記原子炉心パラメータの分布はそれぞれ、原子炉の炉
心内部の位置の関数として、核燃料の構成物質の分布を表示するマップから構成されるこ
とを特徴とする請求項２６に記載の非一過性記録媒体。
【請求項５２】
　上記初期燃料注入の分布および上記原子炉心パラメータの分布はそれぞれ、原子炉の炉
心内部の位置の関数として、核燃料の構成物質の分布を表示するマップから構成されるこ
とを特徴とする請求項３３に記載の原子炉システム。
【請求項５３】
　参照原子炉の炉心の状態に関連する、少なくとも１つ以上の原子炉心パラメータの分布
の取得は、
　参照原子炉の炉心の均衡状態、均衡状態に近い状態、均衡に近づく状態、又は均衡開始
状態のうちの少なくとも１つに関連する、少なくとも１つ以上の原子炉心パラメータの分
布の取得を含むことを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項５４】
　取得された少なくとも１つ以上の上記原子炉心パラメータの分布は、参照原子炉の炉心
の均衡状態、均衡状態に近い状態、均衡に近づく状態、又は均衡開始状態のうちの少なく
とも１つに関連することを特徴とする請求項２６に記載の非一過性記録媒体。
【請求項５５】
　取得された少なくとも１つ以上の原子炉心パラメータの分布は、参照原子炉の炉心の均
衡状態、均衡状態に近い状態、均衡に近づく状態、又は均衡開始状態のうちの少なくとも
１つに関連することを特徴とする請求項３３に記載の原子炉システム。
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